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いや、これは再定義でしょ︖

RIR認定条件改定議論

ルートサーバシステムガバナンスの再検討

さらに
マルチステークホルダリズムを守る︖
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RIR認定条件改定議論
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去年ですが︓祝 APNIC 30周年︕＠APNIC56京都
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RIRで何が起こっているか

AFRINIC（2020〜）
ポリシー・契約違反を理由に会員資格を停⽌しようとした事業者

から多数の訴訟に持ち込まれ、⼀部差し⽌め請求の受理によって
理事会が意思決定できない機能不全状態。2年以上継続

APNIC（2022〜）
上記事業者が2023年APNIC理事選挙に6名の候補者を⽴て、選挙

不正を含む激しい選挙戦を展開。
結果的には現任グループが当選して体制維持したが、選挙不正に

対処できない脆弱な統治体制が明るみになった結果、
2023年に歴史的な統治機構変更と会員投票による定款変更を実施

RIPE NCC(2023〜)
基本定款の堅牢化を実施
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ICP-2の改定作業に着⼿

Criteria for Establishment of New Regional Internet 
Registries（新たな地域インターネットレジストリ設⽴の条件）

https://www.icann.org/resources/pages/new-rirs-criteria-
2012-02-25-en

2001年に制定。LACNIC(2003)、AFRINIC(2005)設⽴の根拠
となった。
域内ISPからの広い⽀持、統治機構、中⽴性、技術⼒など、
RIRとして認知される条件を⽰すもの。

問題︓ 適性を⽋く事態に陥ることを想定していない
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NRO ECからNRO NC(ASO AC)に要請
https://aso-apps-2.ripe.net/hyperkitty/list/ac-
discuss@aso.icann.org/thread/GBMO6DIIZPYT3U7PLUWGLYQJRHD35T46/

本来のNRO NCの権能︓
グローバルポリシー（IANAの番号資源管理に関するポリシー）の検討
ICANN理事、指名委員の指名

2023年10⽉に、NRO Executive Council (RIR CEO委員会)
からNRO Number Council (ASO AC) に検討を依頼

コミュニティプロセスによる検討が重要と判断されたため
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NRO ECからNRO NC(ASO AC)に要請
https://aso-apps-2.ripe.net/hyperkitty/list/ac-
discuss@aso.icann.org/thread/GBMO6DIIZPYT3U7PLUWGLYQJRHD35T46/

改定作業⼿順
NRO NCでICP-2改版の原則⽂書を起草
各RIRミーティング、ICANNコミュニティで意⾒聴取、最終化
ICP-2改定案の起草、同様の聴取
NRO-ECの承認を経て、ICANN理事会承認

2024年1⽉、NRO ECは検討の基礎となる⽂書(Implementation 
and Assessment Procedures for ICP-2 Compliance)をNCに提供

https://aso-apps-2.ripe.net/hyperkitty/list/ac-
discuss@aso.icann.org/message/HHUUBSHI3J2LC466LU3XTVGTWBPMEZMN/attachment/4/Impleme
ntationandAssessmentProceduresforICP-2ComplianceinitialdrafttoASOAC.docx
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合宿検討＠モンテビデオ (2024/01)
集中検討＠ICANN79サンフアン (2024/03)
モンテビデオ︓ NRO NC初の単独合宿検討、2⽇間
ICANNサンフアン︓3⽇間ｘ4セッション（終⽇）の検討
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検討内容は例えば
https://aso-apps-2.ripe.net/hyperkitty/list/ac-
discuss@aso.icann.org/message/HHUUBSHI3J2LC466LU3XTVGTWBPMEZMN/attachment/4/Impleme
ntationandAssessmentProceduresforICP-2ComplianceinitialdrafttoASOAC.docx 

現⾏ICP-2における設⽴要件==RIRの責務
地域規模、域内ISPの⽀持、ボトムアップ統治機構、中⽴性、技術能⼒、
グローバルポリシー準拠、ドメイン名事業から独⽴、記録保持、秘密保
持

責務コンプライアンスの評価と認定取り消し
（たたき台アイディア）

該当RIRのレビューは他の全RIRs（レビューRIRs）の合意の上で、
ICANNが⾏う
ICANNの評価報告草案はレビューRIRsが精査して最終化
対処が可能な場合、正常化を要請。不可能な場合認定取り消しを決定
認定取り消し場合、レビューRIRsは定常業務の続⾏に努⼒し、新たな
RIR組織の設⽴に域内会員とともに取り組む
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タイムラインと情報集積ページ
タイムライン︓https://aso.icann.org/wp-content/uploads/2024/05/ICP-2-Review-2024-240516.pdf
情報集積ページ︓ https://aso.icann.org/icp-2-review/

準備活動の内容時期

原則⽂書の最終化と意⾒聴取2024/
06, 07

RIR、ICANNミーティングでの
原則⽂書紹介とエンゲージメント

2024/
08-11

改定最終案の検討と確定2024/12-
2025/01

RIR、ICANNミーティングで
改定最終案の意⾒収集

2025/
02-05

改定最終案の確定2025/06
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ASO AC公開メーリングリストは加⼊可能です
https://aso-apps-2.ripe.net/hyperkitty/list/ac-discuss@aso.icann.org/
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「ジョイントレジストリサービス」＠APNIC戦略計画
https://www.apnic.net/wp-content/uploads/2023/12/APNIC_Strategic_Plan_2024-27a.pdf
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ルートサーバシステムガバナンスの検討
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ルートサーバシステム・ガバナンス・ワーキンググループ
https://community.icann.org/pages/viewpage.action?pageId=120820189

2020年に設⽴。これまでルートサーバ運⽤者たちの協
議・⾃治で進められていた運営に、明⽂化したガバナ
ンス機構を構築するべく検討を続⾏中

品質要件、選抜任命・退任プロセス、財務、統治機構…

⽉次のWeb会議と、ICANN会議でのワーキングセッ
ション、更に合宿検討によって検討を続⾏中
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ルートサーバシステム・ガバナンス・ワーキンググループ
https://community.icann.org/pages/viewpage.action?pageId=120820189

ICANN79＠サンフアン(2024/03) 主要テーマ︓
RSSガバナンスに関して意⾒を⾔えるステークホルダーは誰か
ICANN80@キガリ(2024/06)主要テーマ︓
組織構造（GNSOと同様の評議会構造）と導⼊ステップ
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インターネットの再定義という理由

ICP-2の改定作業
1992̶93年の3RIR体制、ICP-2による5RIR体制確⽴の時に
は考慮に⼊らなかった「RIRは機能不全になり得る」
新たな検討では「そもそもRIRとは何か」のレベルに

RSSガバナンスの再検討
「腕の利くエキスパートにお任せ」だったRSSの運営を
「マルチステークホルダーアプローチ」で透明的に定義
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マルチステークホルダリズムを守る
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GDCに対する技術コミュニティの懸念の始まり
https://www.icann.org/en/blogs/details/the-global-digital-compact-a-top-down-attempt-to-minimize-
the-role-of-the-technical-community-21-08-2023-en

2024年9⽉に開催される国際
連合「未来サミット」で採択
される予定のデジタル政策に
関する約定

2023年8⽉、GDCに関する
政策⽂書（ポリシーブリーフ）
において、技術コミュニティ
が市⺠社会の⼀部であるかの
ような矮⼩化された認識が⾒
受けられた

GDC（グローバルデジタルコンパクト）︓
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WSIS+20︓世界情報社会サミット20周年振り返り
https://unctad.org/topic/commission-on-science-and-technology-for-development/wsis-20-year-review

IGFの活動年限延⻑が無事に決議さ
れるか、あるいは、IGFやインター
ネットに対して加盟国⾊の濃い会議
体が発⾜しないか、など、グローバ
ルインターネットへの影響が懸念さ
れている
JPNICからも意⾒募集に応え、意⾒
提出(2024/02)

IGF（インターネットガバナンスフォーラム）の発⾜を始めとしたデジタル政
策を提⾔したWSISの20周年振り返り
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NETmundial+10 – 2024/04/29, 30
https://netmundial.br/
https://www.nic.ad.jp/ja/topics/2024/20240502-01.html

会議の最後にNETmundial+10マルチステークホルダー声明を成果⽂書として公開
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技術コミュニティによる
グローバルインターネット基盤運営とは

⼀意な識別⼦の管理、通信プロトコルの制定いずれも、いずれ
の主権国家、政府間組織の権能に拠らない

IANA監督権限移管により形式的に存在した⽶国との契約関係も満了

インターネット事業者はRIRとの契約によって振る舞いが規定
され、さらにあらゆる個⼈を包摂する⽅針決定機構が確⽴

グローバルな⺠⺠契約の連鎖とコミュニティポリシーによる運営

政府間の折衝と調整によってではなく、グローバルな公益を⽬
指した⽅針決定
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マルチステークホルダリズムを守るのは

技術コミュニティによるグローバルインターネット基盤運営に
対する間違った認識を正し、正しい認識の上で政府間機関の検
討を進めていただくため

インターネットガバナンスを始めとするデジタル政策の検討に
は、IGFなどでの対話によって相互理解を深め、それぞれのス
テークホルダーの権能に従った施策実施が唯⼀効果的だから
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マルチステークホルダリズムを守るために
https://www.nic.ad.jp/ja/topics/2024/20240613-01.html

「マルチステークホルダー
主義を⽀持する技術コミュ
ニティ連合」(TCCM)に加⼊

志を同じくする団体たちと
協同で動向把握、意⾒表明
を進めてまいります。
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最後に眺めたいもの
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インターネットの発展
利⽤者⾏の%は世界⼈⼝に対するインターネット利⽤者の割合
https://datatopics.worldbank.org/world-development-indicators/

2020〜2010〜2000〜1995〜1990〜黎明期時間
⼈だけでなく
モノも？
60%

スマホで
誰でも
35%

⼀般家庭
からも
6.7%

⼀般利⽤者爆
発的拡⼤
0.7%

開発者＋
専⾨利⽤者
0%

開発者・
研究者
コミュニティ

利⽤者

何でもできる
社会の延⻑

スマホで
どこでも
ネット

⾃宅PCから
常時接続

⾃宅PCから
ダイヤルアッ
プでアクセス

コンピュータ
上のツールと
接続回線

相互接続
された通信
プログラム

インター
ネットって
どんなもの

1Gbps
〜10Gbps
モバイル5G

1Gbps
〜10Gbps
モバイル4G

1.5Mbps
〜100Mbps
ADSL->FTTH

14.4kbps
〜64kbps
ISDN化

2.4Kbps
〜9.6kbps
モデム⾼速化

300bps加⼊者回線の
回線速度

強⼤なグローバ
ル事業者、深刻
なセキュリティ
懸念…

政府の
ネット上の
公共安全への
懸念

政府の
基盤運営への
関⼼

基盤運営体制
拡充、ビジネ
スセクターの
影響増⼤

基盤運営
体制の
グローバル化

研究者
コミュニティ
の合議

関⼼や懸念、
運営⽅針の決
め⽅
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ありがとうございました
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